
能登半島地域の子ども大阪観光招待事業 寄附受付について

11月20日～ 11月25日～ 11月28日～ 11月29日～ 12月以降

フリップ①

◆ 本日から ふるさと納税ポータルサイトを通じた、便利な寄附の受付をスタート！
◆ 府では皆さんのご寄附で、能登半島地震と豪雨災害で被災した子どもたちを大阪に招待！

寄附の受付は令和７年５月３１日（土）まで

一人でも多くの子どもたちを招待できるよう、応援いただける方からのご寄附をお待ちしております

寄附について

【個人の方】
・ふるさと納税制度による税額控除
・府民以外は万博チケットが返礼品

【企業等】
・寄附相当額が損金扱い
・府域外に本社の所在する企業で、
１回当たり10万円以上の場合は、
企業版ふるさと納税制度の対象

別途、JR西日本より鉄道・バスの協力予定

能登半島地域の子ども大阪観光招待

寄附
個人

企業

奥能登地域の子どもたち ２泊３日の大阪観光
（万博会場ほか）

提供:２０２５年日本国際博覧会協会招待 観光

（奥能登：輪島市・珠洲市・穴水町・能登町）
（子ども：小学５、６年生及び中学生）

ふるさと納税ポータルサイト 大阪府ページ開設日



子どもを応援する社会環境づくりの取組みについて

周りの方は、赤ちゃんの泣き声や電車やバスでのベビーカー使用などを、温かく見守ってあげてください
親御さんは、ベビーカー使用時の周囲への配慮や、子どもの行動への注意を忘れないでください

フリップ②

◆ 府では、すべての子どもが健やかに成長できる温かい地域社会を創造する施策を推進
◆ １１月の「秋のこどもまんなか月間」を契機に、小さなお子様と一緒に外出しやすい環境をつくるための
広報啓発活動や子育て世帯を社会全体で支える機運醸成を図る取組みを実施

「子育て世帯応援イベント」開催！

► ステージイベント
もずやんと「まいど子ダンス」を踊ろう！

► ワークショップ「クリスマスツリーを作ろう！！」
► ガラガラ抽選会 など

令和６年１2月14日（土）10時半～16時半

イオンモール堺北花田 １階センターコート

「まいど子でもカード」に登録している
子育て世帯の方 ※当日の登録も可能

まいど子でもカードとは
・18歳未満の子どもや妊婦さんがいる世帯の方は、
誰でも会員になれる「子育て応援パスポート」
・協賛店でスマホに登録した画面を見せると、
割引や無料体験など、様々な特典を受けられます！

登録は
こちら

広報啓発活動

● SNS（YouTube、X、Instagram）での動画配信 ►

● ポスター掲示による広報啓発
► JR、阪急、京阪等、大阪府内鉄道主要駅
► Osaka Metro 車内の窓上ポスター
► 京阪バス、南海バス、近鉄バス車内 など

●デジタルサイネージによる広報啓発
► 阪急百貨店前、JR大阪駅 ルクア前 など

●ブース出展による広報啓発
►第３回万博夜空がアートになる日２０２４
日時：令和６年11月23日（土）12時～18時
場所：万博記念公園
►子育て世帯応援イベント
日時：令和６年12月14日（土）10時半～16時半
場所：イオンモール堺北花田

日 時

場 所

対 象 者

プログラム



ヤングケアラー支援の取組みについて

ヤングケアラーの支援の第一歩は子どもと周囲の大人との“信頼関係の構築”からはじまります

フリップ③

◆ 本年6月、「子ども・若者育成支援推進法」が改正され、国・自治体等がヤングケアラー支援に努めるよう明記
◆ 府では、子どもや若者が家族の世話のために自身の可能性をあきらめることのない社会の実現に向け
ヤングケアラーに対する社会的認知度の向上や早期発見・把握するための取組みを実施。

期 間 令和6年11月20日（水）～

府庁本館1階、新別館地下鉄連絡通路
府内全市町村の関係施設
60ヵ所以上で実施

場 所

令和7年2月9日（日） 13時30分～16時30分日 時

ヤングケアラー支援シンポジウムヤングケアラー支援ポスター展

場 所 ドーンセンター ホール
（大阪府立男女共同参画・青少年センター）

テ ー マ ヤングケアラーをきっかけに考える「みんなの居場所」

► 基調講演 ヤングケアラーとこども・若者の居場所
講師 湯浅 誠 氏
（認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 理事長）

► パネルディスカッション
誰ひとり取り残さない「みんなの居場所づくり」へ
パネラー 濱島 淑惠 氏（大阪公立大学教授）ほか

► 応援パフォーマンス 大阪府立花園高等学校ダンス部

内 容

定 員

申 込

400名

令和７年1月24日（金）まで
申込はこちら ►

展示場所の一覧はこちら►
► ヤングケアラーの実例紹介
► 周辺の方々が実践できる取組みの紹介
► 元ヤングケアラーへのインタビュー など

掲出内容



【場所】大阪市中央公会堂 【参加費】無料

エイズに関する「早期検査・啓発の取組」について

HIV陽性者に対する理解と
支援のシンボル

その他の取組

【内容】12月６日(金) １８時半～20時半
講演会「いのちの授業～子どもたちの幸せを求めて」
夜回り先生（水谷 修 氏）

12月７日(土) 14:30～17:00

“ジャズフェス”と“エイズ啓発トーク” など

大阪エイズ啓発フェスティバル

chotCASTでのレディースデー検査
ちょっと きゃすと

●11月25日(月) 女性スタッフによる女性向け検査の実施
受付時間 18時～19時半 / 無料・匿名 / 予約不要 / 先着50名
約60分で結果をお伝えできます！
定例検査（毎週：火・木夜間、土・日昼間）も実施中（対象者限定なし）

（HIVと同時に梅毒・B型肝炎も受検可能）

・HIV感染を自覚せずに放置していると、進行してエイズを発症するため、
検査により早期発見することが重要です。
・感染しても、治療を継続し、ウイルス量を一定以下に抑えることができれば、
性行為によって他者に感染させることはありません。

エイズに関する正しい知識を持つことが大切です。感染に不安のある方は検査を受けてください。

◆ ＨＩＶ感染を自覚しないままエイズを発症する割合である「いきなりエイズ率」が増加
◆ 府では、府内の政令市・中核市と協力し、１２月１日の「世界エイズデー」を中心とした１週間を
「エイズ予防週間」と定め、感染予防やエイズに関する正しい知識の普及啓発活動等の取組を展開

「いきなりエイズ率」・・・HIV感染を認知せずにエイズを発症した割合。
率が低いほど早期に診断されている割合が多いことを示す。
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大阪府のＨＩＶ感染者・エイズ患者報告数の推移

出典：感染症発生動向調査システム（令和６年 10月31日現在の速報値）

※７日(土) 13時～18時 政令中核市と協力して啓発ブースを設置！
主催：第32回日本エイズ学会学術集会記念エイズ啓発イベント実行委員会

●HIV・梅毒等検査の紹介動画 SNS配信

●11月30日(土)セレッソ大阪試合会場で啓発ブース設置
時 間：11時半～14時 場 所：ヨドコウ桜スタジアム
内 容：エイズのパネル展示・クイズ など

●１２月1日（日） 大阪城天守閣のライトアップ(赤色）
時 間：日没～22時

11月7日（木）～12月6日（金) YouTube広告配信
１２月7日（土）～ 1月5日（日）Instagram広告配信

エイズ患者HIV感染者 いきなりエイズ率

０
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フリップ④



◆ 府では、府内で古くから栽培している野菜、独自の栽培方法や気候風土で育った野菜を
「なにわの伝統野菜」として認証し、地産地消を推進することで、脱炭素社会の実現をめざす
◆ 本日「海老芋」と「河内れんこん」の２品目を「なにわの伝統野菜」として新たに認証！

・ 府内で昭和初期以前（概ね100年前）から栽培され、大阪の豊かな食文化とともに
地域で守り・受け継がれてきた、一般的な野菜にはない特徴的な形や味を持つ野菜。
・ 今回、大阪独自の栽培方法によるものや府内特定地域の気候風土に育まれた野菜も新たに認証。
・ 認証により注目が高まり地域の活性化に寄与。本日の認証で「なにわの伝統野菜」は合計24品。

大阪の個性ある野菜を味わい、魅力を再発見し地産地消にご協力ください！

‣ サトイモの一種である唐の芋(とうのいも)。
‣ 土寄せという栽培技術を用い、海老のような湾曲した独特な
形状と縞模様が特徴。
‣ 旧南河内郡は古来より200haもの唐の芋の栽培地であり、
大正末から昭和初期にかけて「海老芋」栽培が起ったとされる。
‣ ほくほく感と粘り気の強さが特徴。
‣ 高級食材として取り扱われる。

「海老芋」

「なにわの伝統野菜」に新規品目を追加！

【入手方法】
・あすかてくるで（ＪＡ直売所）
・富田林市ふるさと納税返礼品 等

「河内れんこん」
‣ 土地が低く、水はけの悪い地形であった旧茨田郡では、
水稲に代わり、蓮根栽培が盛ん。
‣ 奈良時代の書物によると、在来種の地バスが自生。
‣ 大正時代に加賀と備中の品種が導入され、
今の河内れんこんとなる。
‣ もちもちとした粘り気があるのが特徴。

【入手方法】
・京阪百貨店守口店
・ららぽーと門真の旬の駅 等

なにわの伝統野菜 🔍

「なにわの伝統野菜」

フリップ⑤


